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カーボンリサイクル・次世代火力発電等技術開発／CO2排出削減・有効利用実用化技術開発／気体燃料へのCO2利用技術開発

大規模なCO2-メタネーションシステムを用いた導管注入の実用化技術開発

連絡先：株式会社INPEX 低炭素ソリューション事業本部 技術推進ユニット 若山 樹
MAIL：tatsuki.wakayama@inpex.co.jp

目標：
将来の商用スケール(60,000 Nm3-

CO2/h)におけるメタン製造コストを最小化する
システム条件の確定を目標とし、2026年度末
における定性的な目標を設定している（実施
計画書抜粋・加筆） 。

研究開発項目① 反応シミュレーション技術開
発（委託先：名古屋大学）
研究開発項目② 大規模CO2-メタネーション
反応プロセス技術開発（委託先：大阪ガス）
研究開発項目③ 反応システムのスケールアップ
等適用性検討（助成元：INPEX）

目的：
「METI-グリーン成長戦略」の目標値の達成
に向けて、400 Nm3-CO2/hスケールの大規
模CO2-メタネーションシステムをINPEX長岡鉱
場・越路原プラント に接続して構築し、
INPEX長岡鉱場の随伴CO2等を有効利用し
て、将来的に再エネ由来CH4を導管注入する
実用化技術開発の実施を目的とする（実施
計画書抜粋・加筆）。

①の各研究開発
項目において、最
終目標に向けた、
2024年度目標
を達成した（左
図）。

②の各研究開発
項目において、最
終目標に向けた、
2024年度目標
を達成した（左
図）。

③の各研究開発
項目において、最
終目標に向けた、
2024年度目標
を達成した（左
図）。

①-2では、単管
S&T反応器の熱
流体解析を実施
し、実測値を良
好に再現した
（左・右図）。

②-4では、事業
スケール反応器の
4種類16ケースの
検討を実施し、
CAPEX最少とな
る条件を抽出した
（左・右図）。

③-1では、試験
設備の構築に係
る調達・建設工
事を継続実施し
た（左・右図）。

③-3では、豪州
におけるFSを実
施し（左・右
図） 、世界各国
から有望地域を
12か国スクリーニ
ングした。

③-1では、試験
設備の構築が計
画通り進捗中で
ある（左図）。

商用化に向けた
課題を再整理し、
クリティカルな課題
は、本事業の成
果を通して解決
出来る見込みを
得た（左図）。

厳しい事業環境
ではあるものの、
本事業の成果を
通して、引続き都
市ガスのCN化に
貢献していく
（左・右図）。
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